【指導案形式Ⅰ～数学科～】

第1学年4組　　数学科学習指導案
指導者　　　　　
１．単元　『文字と式』

２．単元目標

（１）文字を用いることの意義を理解する。（関心・意欲・態度）
（２）数量の関係を、文字を使って式に表わせる。（表現・処理）
（３）文字の式を用いた簡単な１次式の加法、減法、乗法、除法の計算ができる。（知識・理解）
（４）問題の解決に向けて積極的に文字を活用し、理解を深める。（見方・考え方）
３．単元の指導にあたって

文字の学習は、中学数学を行っていく上で非常に重要な考え方の基礎となる単元である。今後、方程式や比例・反比例、中学２年での連立方程式など文字を使ったいろいろな計算を学習していくためにも、ここで文字に対する不安感や抵抗感を和らげておく必要がある。
生徒数は31人（男子13人、女子18人）である。学年の中でも数学の平均点が低く、苦手な生徒が多い。一方で、得意な生徒や学習塾に通っている生徒も数人いて、既に本時の内容について理解している生徒もいるので、理解度や意欲にも大きな差がある。しかし明るく元気な生徒が多く、授業中は積極的に挙手をして発表したがる生徒が多いので、そういった態度を活かして積極的に課題に取り組ませたい。
生徒の確かな学力の向上を図るために、生徒一人一人の習熟の程度に応じた学習を展開することによって、つまずきを克服させたいと考えている。中学校の数学は小学校の算数の延長であることを気づかせるために、例題は小学校の問題から展開する形をとっていく。プリント等で具体的な数値で学習させた後に、文字を使用して抽象化していく。小学校の基本的な計算から学習することで、生徒が各自でどこから分からなくなるかを判断し、机間指導などで基礎的な文字の考え方・使い方を身に付けさせたい。
４．指導計画（７時間扱い）
	
	学習内容
	主な観点別評価基準

	
	
	関
	思
	技
	知

	第１時
（本時）
	・文字の導入

・数量を文字を使って表すこと
	○
	○
	
	

	第２時
	・文字使用の決まりに従って数量・式を表すこと
	
	○
	○
	

	第３時
	・文字を使った式の積の表し方の約束
	
	
	○
	○

	第４時
	・文字を使った式の商の表し方の約束
	
	
	○
	○

	第５時
	・式を書くときの約束に従うこと

・式による数量の表し方
	
	○
	
	○

	第６時
	・文字を使った式の表す数量や数の意味
	
	○
	
	○

	第７時
	・式の中の文字を数に置き換えて数量を求めること

・文字に数を代入して、式の値を求めること
	
	
	○
	○


５．本時の指導

（１）目標

文字式の表し方の使用に関心を持ち、数量を文字を用いて表す。（関心・意欲・態度）
（２）準備・資料

①教科書　②ノート　③授業プリント　④マグネット　⑤発表用紙（短冊）
※研究主題に迫るための配慮事項
	学習活動・内容
	資料
	生徒への援助・支援

	１　本時の学習課題を確認する。

２　数量を□を使った式で表すことを理解する。

（１）○９個でV字型をつくり、全体の個数を数える式を考える。
１辺の個数が５個のとき
【予想される考え方】
　　①５×２－１

　　②（５－１）×２＋１
　　③５＋（５－１）

（２）数人のグループをつくり、それぞれ全体の個数を数える式を、どのように考えたか話し合う。
（３）①の式についてどのように式を考えたか全体で考える。
（４）１辺に並べる個数を変えて考える。

（５）□を使った式で表す。
３　数量を文字を使った式で表すことを理解する。

（１）□の代わりに文字に置き換えて、文字を使った式で表すことがあることを理解する。

（２）（１）で置き換えた文字の部分を、数に置き換える。
４　まとめ
・文字を数に置き換えることができること、置き換えることによっていろいろな場合の結果を求めることができることを理解する。
・自己評価カードを記入する。
	④
③

⑤
③

③
	・実際に、マグネットで黒板に示す。

・どのように並べるか示す。

※数えた解答も大切にし、計算の式でも考えてみるように支援する。
・数える以外の方法を考えさせる。

・まず、個人で考える時間を５分程度与える。その際、机間指導を行う。
・グループは３～４人で作る。（指定）
・考えついた生徒全員の考えた式を短冊に書き、掲示する。（①～③の式に分類する。）

・互いの意見に耳を傾けるようにする。
・①以外の考え方も認め、本時では①について考えていくことを伝える。
※個数を表す式が考えつかない生徒には、図で書いて数えさせるなど、個に応じた支援をする。

・数→□→文字の順に指導することにより、文字の意味や便利さを理解させる。
・代入の学習につながるので、文字→□→数の順を丁寧に確認しながら指導する。
・どんな文字を使ってもよいことを知らせる。




数量を文字を使った式で表すことを考えよう。





(評)興味をもって課題に取り組んでいたか。


（観察・発表）（関心・意欲・態度）





(評)数量の関係を文字を使って表すことを考えることができたか。


（プリント）（見方・考え方）








